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な
い
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・
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まず自分の命を守り、
次に身近な人を助け、
さらに地

ち

域
いき

に
貢
こう

献
けん

できる人になるために
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あの日・・・
被災地から、東京都の小学生にメッセージをいただきました。

10年後の宮
みや

戸
と

島

人と人との関係
　ぼくは、3月11日の津波で、ぼくの大切な野球の道具などを多く失いました。
　地震や津波は危

き

険
けん

なものです。家族を失った人たちもいます。
　でも、みんなで力を合わせて、人を助けることで、人と人との関係ができてい
くことがわかりました。祖母の知り合いは、自分も被

ひ

災
さい

しているのに、支援物資を
送ってきてくれました。
　人と人との関係があってこそ、3月11日の地震や津波を乗り越えてこられたの
だと思います。
　地震や津波で、よくないことがあったけれど、そのおかげでぼくは、助けられ
てばかりだったことに気付きました。だから、これからは、困

こま

っている人に手をさ
しのべていこうと思いました。

福島県いわき市立久之浜第一小学校　６年　菜花　友紀

　東日本大震災で、私たちの住む東
ひがし

松
まつ

島
しま

市の宮戸島は、多くの家々や浜
はま

が津
つ

波
なみ

で流されました。この震災に負けず、未来に向かってがんばるために、「１０
年後の宮戸島の風景」を、全校児童２９人、一人一人が画用紙に描

えが

きました。
　一人一人が描いた１０年後の宮戸島の絵を、似

に

た風景ごとにグループを作っ
て話し合い、ベニヤ板４枚分の壁

へき

画
が

にしたのがこの絵です。
　大きな壁画を作っていく活動は、私たち小学生にできる宮戸島復

ふっ

興
こう

の活動
そのものだと思っています。全校で絵を描いて、気持ちが一つになりました。
この絵は、震災に負けない宮戸小の気持ちなので、たくさんの人に見てもらい
たいです。 

宮城県東松島市立宮戸小学校　児童一同
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　3月 11日の大地震で、私の家まで
津
つ

波
なみ

がきて、床
ゆか

下
した

しん水になってしま
いました。この震

しん

災
さい

で、多くの方々が
亡
な

くなり、原発事故や水不足など今ま
でに経

けい

験
けん

のないことが起きました。
　私は、学校から帰ると中だったので、
あわてて学校にもどり助かりました。
3月 11日のあと、私たちを笑

え

顔
がお

にす
るために、たくさんの人が来てくれま
した。自

じ

衛
えい

隊
たい

の人たちが、おにぎりや
豚
とん

汁
じる

を作ってくれました。自衛隊のみなさんが一生けん命に作ってくれたのが
うれしかったです。自衛隊のみなさんや世界の人たちに「ありがとう」と言い
たいです。

福島県いわき市立高久小学校　５年　阿部　千桐

　お手紙をいただいた杉浦　遥さんの通う東
ひがし

松
まつ

島
しま

市立大
おお

曲
まがり

小学校は、東北地方
太平洋沖

おき

地震に伴
ともな

う津
つ

波
なみ

で、大きな被
ひ

害
がい

を受けました。
　5月に開かれるはずだった運動会は延

えん

期
き

となりました。運動会用品がほとんど
なくなってしまったことを知った江東区立枝

えだ

川
がわ

小学校は、代表委員会による励
はげ

ま
しのおたよりと一緒に、綱

つな

引きの綱や大玉、万
ばん

国
こく

旗
き

などを贈
おく

りました。
　平成23年10月8日、大曲小学校は、5か月遅

おく

れの運動会を行いました。
このとき、大曲小学校の屋上には、枝川小学校から届

とど

いた横
おう

断
だん

幕
まく

が、両校を
つなぐかけ橋として掲

かか

げられていました。

　みなさんも、さまざまな形で、被災地の仲間に多くの応援を送ってきたと思い
ます。これからも、私たちができることを考えていきましょう。

枝川小学校から大曲小学校に贈られた横断幕

自衛隊の炊
た

きだしの様子

枝川小学校から届いた綱や大玉を使って運動会が行われました。
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震
しん

災
さい

の次の日も燃え続ける建物
（岩手県釜

かま

石
いし

市）

警
けい

視
し

庁
ちょう

警
けい

備
び

犬
けん

による捜
そう

索
さく

活動

津波により、押し流され、がれきの上に
とり残された大型船（宮城県気

け

仙
せん

沼
ぬま

市）

平地部で激しく渦
うず

を巻
ま

く津波（岩手県陸
りく

前
ぜん

高
たか

田
た

市）
［平成 23 年（2011）3 月 11 日］

防
ぼう

潮
ちょう

堤
てい

を乗り越えていく巨
きょ

大
だい

な津波（岩手県野
の

田
だ

村）
［平成 23 年（2011）3 月 11 日］

津波で孤
こ

立
りつ

した幼
よう

稚
ち

園
えん

の園児を
救助する海上保安庁の潜

せん

水
すい

士
し

（宮城県石
いしのまき

巻市）
［平成 23年（2011）3月11日］

マグニチュード
9.0

東日本大
だ い

震
し ん

災
さ い

平成23年3月11日午後2時46分

津
つ

波
な み

倒
と う

壊
か い

火災
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東日本大
だい

震
しん

災
さい

が発生すると
東京消

しょう

防
ぼう

庁
ちょう

では各隊が被災
地に向かいました。

鉄道をはじめあらゆる交通機関が止まり、都内では
大渋

じゅう

滞
たい

が発生しました。（皇
こう

居
きょ

周辺）

江東区青
あお

海
み

では地震による火災が発生しました。
［平成 23 年（2011）3 月 11 日］

地震、津波・・・ そして、復
ふっ

興
こ う

に向けて

東京

復
ふ っ

旧
き ゅ う

へ

避
ひ

難
なん

所
じょ

で開かれた警視庁音楽隊のコンサートに
は、ピーポくんも飛び入り参加しました。

岩手県宮
みや

古
こ

市庁
ちょう

舎
しゃ

に掲
かか

げられた応
おう

援
えん

メッセージ

東京都からは、東京消防庁、警視庁がいち
早く駆

か

けつけ、救
きゅう

助
じょ

、救
きゅう

援
えん

活動を行いました。 
被災地では、各自治体、自

じ

衛
えい

隊
たい

、消防、警
察などによる懸

けん

命
めい

な救援活動が続き、復興
に向けた取り組みが行われました。 3



はじめに

　平成 23 年 3 月 11 日午後 2 時 46 分、東北地方太平洋沖
おき

で、日本の観
かん

測
そく

史上最大の巨
きょ

大
だい

地震が発生しました。この大地震は、大きな津
つ

波
なみ

をもたら
し、多くの尊

とうと

い命が奪
うば

われました。
　被災地では、大切な家族や友達を失った方々、思い出のいっぱいつまった
家や学校をなくしたり、仕事をなくされたりした方々がたくさんいます。

　「3.11を忘
わす

れない」

　この言葉は、被災された地
ち

域
いき

だけに当てはまるものではありません。

　私たちの住む東京都でも、近い将
しょう

来
らい

、首都直下地震が発生すると言われて
います。
　その時に備

そな

え、小学生の私たちには、今、何ができるでしょうか。

　まず、みなさんの学校で、毎月の避
ひ

難
なん

訓練を真
しん

剣
けん

に行うことや、地域の防
ぼう

災
さい

訓練などにも積極的に参加することが大切です。

　次に、普
ふ

段
だん

の生活において、小学生としてやるべきことをきちんと行うこ
とが重要です。学級の係や当番、毎日の掃

そう

除
じ

や身の回りの整理整とんなどを
きちんとするなど、日常の基本をしっかりと身に付けておくことが大切です。
　また、委員会活動やクラブ活動などで友達と協力し助け合って取り組むこ
と、それが、いざ災害が発生したときに、必ず役に立つ力となります。

　そして、この「3.11 を忘れない」をもとに、地震などの災
さい

害
がい

から自分の
身を守るための知

ち

識
しき

や安全な行動について学びましょう。
　この本の中には、被災された地域の小学生の手紙や作文ものっています。
　東京都で学ぶ小学生の私たちも東日本大

だい

震
しん

災
さい

の記
き

憶
おく

を忘れず、地震などの
災害が発生したときに備え、学習を深めていきましょう。
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